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リミテイヴイズム j は、 1920 年代~30 年代、西洋列強国の植民地拡大に槌伴して誕生した。後発植民地帝
国として「南洋jを支配した戦前の日本において、原初的・原始的であると理解された他者の文化への憧れ
が、植民地主義とどのような諸関係を結んで、いたのか、「プリミテイヴJな他者との関係において日本はど
のような自文化意識を確立しようとしてきたのか、あるいは日本的な文化覇権主義と西洋におけるそれとの
同一性と差異とはなにか、といった重要な問題に迫る研究である。
また、著者が、従来の土方研究・「プリミティヴイズムj研究における批評史のなかで本論文がどのよう
な歴史的・批評的位置に配置されているのかを強く意識することにより、将来にむけての批評理論・実践の
方向性を示唆し得ている点が評価できる。従来の土方研究、あるいは日本における「プリミテイヴイズム」
研究は、研究対象をロマンティックに美化する傾向をもっていた。その後 1990年代以降に、ポストコロニ
アル批評の影響などを受けつつ進められてきた、土方あるいは「プリミテイヴイズムj研究は、実り多い成
果を達成しつつも、また更なる深化が望まれる現状にある。本論文は、研究の現状への鋭い自意識に支えら
れており、将来の研究に向けての理論的・批評的・歴史的基盤を成功裏に構築し得ている。
資料の一層踏み込んだ読み込みゃ、より広い歴史的・文化的視座の援用など、いくつかさらに望まれる点
は指摘できるが、それらはいささかも本論文の高い学術的成果と優れた完成度を損傷するものではない。土
方研究を通して、日本における「プリミテイヴイズムJのもつ特質の一側面を解析した本論文は、文化一般
研究にも資する卓越した業績である。
平成 23年8月29日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答をおこなった。審議の結果、審査委員全員一
致で合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(文学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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